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１１月１６日
＠小杉湯

受講生２１名

第４回　語り合いの拠点　「銭湯」に暮らす

小杉湯　三代目
平松　佑介さん

今回は、小杉湯三代目平松佑介さんをゲストにお迎えし、
小杉湯のこと、銭湯暮らしのことなどをお話頂きました。

小さい頃から銭湯が遊び場で、地域の人が遊び相手であり話し相手。銭湯で育った平松さん。

自身の娘さんも生後４か月から銭湯に入り、常連の地域の人たちに面倒を見てもらってい

るそうです。かつて各家庭に風呂がなかった時代は、銭湯には何人もの女中さんがいて、彼

女たちが子どもを見、親はその間に風呂に入ったそうで、銭湯は地域のコミュニティの中心

であり、地域で子育てをしていたそうです。核家族化が進む現代でも、そのような子育ての

形が小杉湯にはあるようです。 
平松さんは小杉湯を継ぐ前は、銭湯で培ったコミュニケーション力を役立て、不動産会社で

営業を、２０１１年にはベンチャー企業を立ち上げ、人事採用、経営等の人と組織に関わる

仕事をされていたそう。そのお仕事の中で、世の中に新しい価値を広げるためには、新たな

価値を見つけて、それを再定義していくことが大事だと学んだそうです。 
例えば、タクシードライバーの仕事なら、人を運ぶ仕事ではなく、まちの困った人を助ける

仕事、そしてありがとうを集める仕事という価値の転換を行い、それを社内外へ広めること

で、採用増につながったそうです。 
物事には、顕在化された（見える）価値とそれより多い潜在化した（見えない）価値とがあ

るそう。価格やスペックといったハード面で差をつけることで成り立っていた社会が、ソフ

トつまり、物事の価値やサービスに共感してサービスを選択する社会に代わってきており、

目に見えない価値を見つけて形にすることが大事だと感じているそうです。後に述べる「銭

湯暮らし」で活用している築３５年の風呂無アパートも、銭湯付きアパートメントと再定義

することで、新しい価値が生まれる例です。 

去年の１０月１０日の銭湯の日に小杉湯を継いだ平松さん。小杉湯は、昭和８年創業。東京

都の銭湯の多くがこれくらいの時期に創業されたそう。関東大震災後、銭湯＝「復興」のシ

ンボルとして、銭湯を中心にまちを復興していこうという世の流れがあったそう。その考え

に共感した宮大工さんが神社のような神聖な場所として銭湯を建ててくださったそうです。

創業当時のままの、天井が高い宮造りの銭湯の構造。日本人が想像する銭湯は東京の銭湯の

スタイルであるそうです。 
復興の中心そして社会の公衆衛生を保つ公衆浴場として銭湯が存在していた昭和４５年に

は、２５００軒（今の東京のローソンとファミリーマートを足した数と同じ）の銭湯があっ

たそう。しかし、各家庭に風呂ができた現在は５７０軒に減ってしまっているそうです。 

▲手書きの雰囲気が素敵な
小杉湯さんの案内パンフ

▼皆で記念撮影★

１これまでのこと  
小さい頃から銭湯が遊び場で、地域の人が遊び相手であり話し相手。銭湯で育った平松さん。

自身の娘さんも生後４か月から銭湯に入り、常連の地域の人たちに面倒を見てもらってい

ます。かつて各家庭に風呂がなかった時代は、銭湯には何人もの女中さんがいて、彼女たち

が子どもを見、親はその間に風呂に入ったそうで、銭湯は地域のコミュニティの中心であり、

地域で子育てをしていたそうです。核家族化が進む現代でも、そのような子育ての形が小杉

湯にはあるようです。 
平松さんは小杉湯を継ぐ前は、銭湯で培ったコミュニケーション力を役立て、不動産会社で

営業を、２０１１年にはベンチャー企業を立ち上げ、人事採用、経営等の人と組織に関わる

仕事をされていました。そのお仕事の中で、世の中に新しい価値を広げるためには、新たな

価値を見つけて、それを再定義していくことが大事だと学ばれた、とのことです。 
例えば、タクシードライバーの仕事なら、人を運ぶ仕事ではなく、まちの困った人を助ける

仕事、そしてありがとうを集める仕事という価値の転換を行い、それを社内外へ広めること

で、採用増につながったそうです。 
物事には、顕在化された（見える）価値とそれより多い潜在化した（見えない）価値とがあ

ります。価格やスペックといったハード面で差をつけることで成り立っていた社会が、ソフ

トつまり、物事の価値やサービスに共感してサービスを選択する社会に代わってきており、

目に見えない価値を見つけて形にすることが大事だと感じているとのこと。後に述べる「銭

湯暮らし」で活用している築３５年の風呂無アパートも、銭湯付きアパートメントと再定義

することで、新しい価値が生まれる例です。 
２小杉湯のこと 
去年の１０月１０日の銭湯の日に小杉湯を継いだ平松さん。小杉湯は、昭和８年創業。東京

都の銭湯の多くがこれくらいの時期に創業されました。関東大震災後、銭湯＝「復興」のシ

ンボルとして、銭湯を中心にまちを復興していこうという世の流れがあったようです。その

考えに共感した宮大工さんが神社のような神聖な場所として銭湯を建ててくださりました。

創業当時のままの、天井が高い宮造りの銭湯の構造。日本人が想像する銭湯は東京の銭湯の

スタイルです。 
復興の中心そして社会の公衆衛生を保つ公衆浴場として銭湯が存在していた昭和４５年に

は、２５００軒（今の東京のローソンとファミリーマートを足した数と同じ）の銭湯があり

ました。しかし、各家庭に風呂ができた現在は５７０軒に減ってしまっています。 
〇すぎなみ大人”熟”してる？の発行にあたって〇　この新聞は事務局スタッフの視点と記録に基づいて作成しております。



後半は、平松さんの「潜在的価値と顕在的価値」のお話を受けて、「自分の価値・相手の価値発見ワークシート」を記入
し、グループで話し合いました。後半の実践に向けてお互いのことを知り合う良い機会になったのではないでしょうか？

♪高円寺コース　運営メンバーのご紹介♪

受講生の皆さんの感想
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銭湯ぐらし▼

 

 

 

 

 

 

高円寺コースは、大人塾卒業生や高円寺地域の方々にご協力いただきながら企画・運営しています。
今号から順次、ご紹介していきます。

 

 

 
 

 

 
 


